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運動前野と前頭前野の冷却による小脳外側核ニュー
ロンの発射活動の変化
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4.課題の説明:一個の LED(light ernitting diore)が、 1試行に前後2回、赤(図 3最下部の R)
か緑(図工 G)かをランダムに点灯する。前後の色が同じであればGO試行で、後の点灯期
間中に左手でレバーを上げると正答、前後で色が異なる場合はNO・GO試行で、同期間中レバ
































Mot PMcσMv，PMの P恥11' PFσSv， PSd， PFd， FE) VisuaI response 
35 13 38 25 12 3 1 4 /tested neurons 
PMc 1 
Mot+PMc 16 16 11/17 
Mot+PMc+P島11' 9 9 9 
Mot+PMc +PF 3 3 3 17119 
Mot+ PMc+PMr+PF 7 7 7 7 
PMc+PMr+PF 4 4 4 
PMc+PMr 1 1 







Mo↑+PMc 15 response5 111 neuron5 
mean:l:sd 1 36:l:33.8 
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PMc+PMr+PF 22 respon鈎 5/9neuron5 
mean:l:sd 86.4土34.2
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図3.上段、前頭葉皮質電気刺激に対する小脳核ニューロンの応答PS百王 (lms!b担、 60・100回加算)および視床刺激に対する逆行性応答の衝突(右端、 spik巴位i毘巴r10
回加算) 下段、同じニューロンの遅延条件付 GO/NO・GO課題遂行時の発射活動を示す spikerωter表示と加算ヒストグラム。中央と左のパネルは GO試行、右
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分散分続表 F値 p値 ラムダ積出力
前後 l269.9751 <.日0011269目9751 1. 000 
温度 | 16.9991 <.0ω11 16.9991 .992 
前後寧温度 112.6201 .00061 12.6201 .958 
図4. 前頭前野主溝腹側部の冷却が、図3の小脳核ニューロンの視覚応答に及ぼす影響。上段:同課題 NOGO試行の二度目の光刺激(時間 0) に対する応答を示












では 15個中 5個で、短潜時視覚応答の減弱が見られた。 応答の減弱は、∞川0・GOの区別を


















































動前野、前頭前野ばかりでなく、 PMcr • Mot入力を受け PMr・PF入力を受けないニューロン
によって、運動野にも到達すると思われる。
結論
同ーの光刺激に、先行刺激の違いによって∞またはNO-GOの異なる意味を持たせた課題で、
その視覚信号を見て運動を開始する場合、サルの小脳外側核尾側部のニューロンは、極めて早期
(50--110ms)に応答し、大脳皮質に(おそらく運動前野・前頭前野)出力する。また、同じニ
ューロン群がその直後(12ι-180ms)にはGOか NO-GOかで異なる視覚応答を示す。後者は、
8 
運動するか否かの判断に関与する活動と思われるが、早期の視覚応答が後者の発現の契機となっ
ている可能'性が高い。 前頭前野の主溝腹側部‘および、吻側運動前野の冷却によって、同ニュー
ロン群の早期の視覚応答が減弱することから、その一部はこれらの皮質領野の活動に依存するこ
とが明かとなった。前頭前野から小脳外側核への入力は、小脳ー大脳聞の回路を通じて行われる
行動の選択、判断など認知的活動を促すのではないかと思われる.
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